































































（ 3 ） パスカル『パンセ』、前田陽一・由木康訳、中央公論社（中公文庫）1988 （13版）、255～ 6頁。ブラ
ンシュヴィック版 416、417番。しかしより現実的に言い表せば、人間はその偉大さと惨めさとの間
に宙ぶらりんになって、いずれにも徹底できないあり方をしているということになろう。とくに生死
についてはそうである。「死に死んで生に生きることをためらっていました」（haesitans mori morti et 
uitae uiuere）とアウグスティヌスがいうとおりである（『告白』第八巻 11.25。山田晶訳、中央公論社
1968、282頁）。この etには深い含蓄がある。
（ 4 ） 『ホモ・ネカーンス　古代ギリシアの犠牲儀礼と神話』、前野佳彦訳、法政大学出版局 2008。原著、
Walter Burkert, Homo Necans. Interpretation altgriechischer Opferriten und Mythen, Berlin: Walter de Gruyter, 


































（ 5 ） Konrad Lorenz （1903~89）、オーストリアの生物学者。『攻撃―悪の自然誌』、日高敏隆・久保和彦訳、
みすず書房 1985。
（ 6 ） ブルケルト、前野訳 9頁。





























（ 8 ） 同会議のカノン（規定）1。「最初の人アダムは死すべきものとして造られていて、そのため、罪を犯
すにせよ犯さないにせよ、体において死んだ、つまりかれは罪の報いによってではなく自然本性の必
然によって体から出た（=死んだ）、という人は誰でも排斥されよ」（水垣訳）。Quicumque dixerit, 
Adam primum hominem mortalem factum ita, ut, sive peccaret sive non peccaret, moreretur in corpore, hoc est 
de corpore exiret non peccati merito, sed necessitate naturae, anathema sit. H. Denzinger, Enchiridion symbolo-
rum definitionum et declarationum de rebus fidei et morum, ed. XXXVII, P. Hünermann （ed.）, Freiburg i.B., 
Basel, Rom, Wien: Herder 1991,*222 （p.106）. Cf. K. Beyschlag, Grundriss der Dogmengeschichte, II/2, 
Darmstadt: Wissenschaftliche Buchgesellschaft 2000,  113f.
（ 9 ） カインのしるしについては、さまざまの解釈があろうが、ここではその哲学的省察として注目すべき
研究を一つあげておく。西村浩太郎、『カインの印―殺しの哲学―』、ビワコ・エディション 2001。
（10） Jahrbuch für Biblische Theologie,19 (2005), Neukirchen-Vluyn: Neukirchner.



















































リルケ（Rainer Maria Rilke, 1875~1926）の『時祷書』（Das Stundenbuch）という詩集
である。時祷書というのは、カトリック教会で、日々定時にささげる祈りを書いた書
物である。その中に、「おお、主よ　各人に固有の死を与えたまえ / 彼がそこで愛と













（11） O Herr, gieb jedem seinen eignen Tod. Das Sterben, das aus jenem Leben geht, darin er Liebe hatte, Sinn und 











































































（14） D. Martin Luthers Epistel =Auslegung, hg. von E. Ellwein, Bd. 2, Göttingen: Vandenhoeck & Ruprecht 1968, 




































































（16） D. Martin Luthers Epistel=Auslegung, Bd.2, 210, ad 1 Kor 15:8~10.　ここで藤井武の印象的な表現を紹介
しておく。「ステパノの血の流されしとき / 石撃つ者の衣を守りつつ / かがやく顔を彼は見つめた。/ 
刺されし心の傷堪へがたく / ただ『殺害の奉仕』によりて / みづから宥めんと荒び狂ふ。」「羔の婚姻」
中編 : 新婦、第九歌 : ダマスコ、91～ 96行。『藤井武全集』、第一巻、岩波書店 1972、243～ 244頁。
（17） ヴルガータは homicidium, ルター訳（改訂）はMord、NRSVは murder。このように fo,nojは「殺害」



































































（19） Cf. H.D. Preuss, Theologie des Alten Testaments, Bd.2, Stuttgart/Berlin/Köln 1992, 156f.
































（21） Ideo Deus mortiﬁcat, ut viviﬁcet,…Die Vorlesung über den Hebräerbrief,  2:9 , WA 57/3,122,15.　アウグス
ティヌスが「あなたは、．．．いやすために打ち、あなたをはなれて死ぬことのないように、私たちを
うち殺したもう。」（percutis, ut sanes, et occidis nos, ne moriamur abs te.『告白』第二巻 2.4。山田晶訳、
前掲書、93頁）　というのも同じ趣旨である。さらに第十二巻 14.17参照。
（22） 訳は竹森満佐一訳、『ハイデルベルク信仰問答』、新教出版社 1961、40頁、による。
















いえ、默 13：8「天地創造の時から、屠られた小羊の命の書…」が注目される。Cf. Thomas F. 
Torrance, Incarnation: The Person and Life of Christ, ed. by R.T. Walker, Downers Grove, Illinois: Inter Varsity 








 　Ich leb und waiss nit, wie lang
 　Ich stirb und waiss nit, wann
 　Ich far und waiss nit, wahin
 　Mich wundert, dass ich froehlich bin.
